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どっちがキレイ？

ず
ー
っ
と
一
緒
だ
よ

も
〜
ち
つ
き 

ペ
ッ
タ
ン
コ
♪

や
っ
た
〜
！
春
が
来
た
！！

春につつまれて！！

【写真を提供していただいた保育園】
若草、どろんこ、あけぼの、ゆめの森こども園、豊庄（順不同）



　恒例となりました「2016こどものえがお展」が、去る10月26日（水）から30日（日）の5日
間、天神ソラリアプラザ1階ゼファで開催されました。2008年にスタートした「こどものえがお
展」も早いもので９回目となり、年々充実した内容になっています。また、2008年スタート当初
からの来場者数は、今回の来場者約3,400人を合わせ36,000人超えとなり、「福岡市内の公立保
育所・私立保育園の活動を広くアピールし、保育所（園）への理解を高める」というこの企画の目
的が、市民の皆様に広く認識されてきているのではないかと捉えています。

　フォトコンテストの応募数540点から選ばれた写真100枚の展示と、応
募作品全点のスライドショーは、みなさん足を止めて笑顔で熱心にご鑑賞
されました。「かわいい～」「こんな瞬間がよく撮れたね！」「どの写真
もいいね」などたくさんの方々からうれしいコメントをいただきました。
また、「市民賞」には729票ご投票いただき、田島保育園の「わぁ、かわ
いい～♡」に決定いたしました！ご投票、ありがとうございました。

　保育園職員が子どもたちの発達や興味関心
を考えながら心を込めて作った「手作りおも
ちゃコーナー」では、来場した子どもたちが
目をキラキラ輝かせて遊んでいました。中に
は、興味深そうにおもちゃを手にとる大人
の方もいらっしゃって、「どうやって作っ
たんですか」「保育園にはこんな作りおも
ちゃがあるんですね」と感心されたようにおっしゃっていました。

　「親子ふれあいコーナー」は今年も大人気。親子で簡単に作れる「紙鉄
砲」や「紙コップけん玉」を作って遊んだり、折り紙やお絵かきで遊んだ
り、ショッピングの合間にホッと一息つく親子連れで大盛況でした。

　「子育て相談コーナー」では、保育園の入園のこ
とや子育てのことなどのご質問に、保育園の園長先
生方がお応えしました。身長・体重を測るブースで
は、「大きくなったね」と親御さんに喜んでいただ
けました。

　福岡市保育連盟のキャラクター「すまいるん」が
登場すると、子どもたちが握手や撮影に集まって来ました。
 
　「DVD放映コーナー」では、福岡市保育士会からDVD「保育所は、命を
育み、学ぶ意欲を育てます」を放映し、保育園の一日の様子はもちろん、
養護と教育を一体的に行っている保育の様子をご紹介しました。足を止め
て見てくださる方も多く、保育園を知っていただくいい機会になりまし
た。

☆これからも、福岡市認可保育所・保育園に対するご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

～ 保育園で輝く こどもの写真がいっぱい !! ～
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四
月
十
四
日
真
夜
中
の
前
震
を
皮
切

り
に
大
き
な
被
害
を
出
し
た
、
熊
本･

大
分
地
震
で
被
災
さ
れ
た
保
育
園
へ
の

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
月
に
一
度

集
ま
っ
て
勉
強
会
や
情
報
交
換
を
し
て

い
る
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
二
十
三
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

〇
御
船
町

『
社
会
福
祉
法
人
南
苑
会
　
御
船
昭
和

保
育
園
』

　
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
時
点
で
、
ま

ず
園
を
避
難
所
と
し
て
地
域
の
方
に
開

放
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
夜
の
う
ち

に
五
十
〜
六
十
名
ほ
ど
避
難
し
て
こ
ら

れ
た
た
め
、
役
場
に
連
絡
を
し
、
自
主

避
難
所
と
し
て
登
録
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
二
十
〜
三
十
分
お
き
に
揺
れ

が
あ
り
、
十
六
日
の
夜
中
に
本
震
が
あ

り
ま
し
た
。
地
元
消
防
団
の
要
請
で
、

橋
向
こ
う
に
あ
る
小
学
校
等
の
避
難
所

へ
行
け
な
い
地
域
住
民

を
受
け
入
れ
、
多
い
時

で
屋
内
一
九
九
名
、
園

庭
に
は
車
中
泊
の
避
難

が
十
六
台
、
合
計
二
四

〇
名
ほ
ど
の
避
難
者
が

い
た
そ
う
で
す
。
そ
の

七
割
ほ
ど
が
高
齢
者
と

障
が
い
者
で
し
た
が
、

そ
の
多
く
が
卒
園
児
や

そ
の
保
護
者
な
ど
日
頃

か
ら
園
運
営
に
理
解
あ

る
方
ば
か
り
だ
っ
た
た

め
、
避
難
所
の
運
営
も

し
や
す
か
っ
た
と
言
い

ま
す
。
食
事
は
避
難
し

て
こ
ら
れ
た
方

が
そ
れ
ぞ
れ
役

割
分
担
さ
れ
、

調
理
室
で
は
な

く
、
ベ
ラ
ン
ダ

の
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
で
炊
き
出
し

を
行
っ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

食
材
も
各
家
庭

の
（
停
電
中

の
）
冷
蔵
庫
等
か
ら
持
ち
寄
る
こ
と
で

十
分
に
間
に
合
っ
た
そ
う
で
す
。
日
頃

か
ら
の
地
域
と
の
深
い
関
わ
り
の
大
切

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
余
震
が
続
き
、
と
て
も
保

育
が
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
た

め
、
役
場
か
ら
一
週
間
保
育
休
止
の
通

達
が
き
た
そ
う
で
す
が
、
預
け
に
来
ら

れ
た
方
数
名
の
保
育
は
行
っ
た
そ
う
で

す
。
避
難
者
み
ん
な
が
親
し
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
「
み
ん

な
で
生
き
延
び
よ

う
」
と
の
意
識
が
と

て
も
強
か
っ
た
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。
余
震
も
落
ち

着
き
、
二
十
五
日
か

ら
保
育
再
開
と
の
通

達
が
き
た
た
め
、
避

難
者
に
も
そ
れ
ま
で

に
家
で
生
活
で
き
る

よ
う
伝
え
ら
れ
た
そ

う
で
す
が
、
み
な
さ

ん
協
力
的
だ
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
方
や
行

政
の
方
と
連
携
に
よ
っ
て
、
」
と
言
わ

れ
た
沖
田
園
長
先
生
は
、
自
分
た
ち
で

で
き
る
こ
と
、
行
政
に
頼
む
こ
と
を

し
っ
か
り
と
そ
の
場
そ
の
場
で
判
断
さ

れ
、
行
動
さ
れ
る
こ
と
で
、
園
だ
け
で

な
く
、
園
周
辺
の
地
域
の
方
の
生
活
ま

で
守
り
抜
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

〇
益
城
町

『
社
会
福
祉
法
人
あ
じ
さ
い
会
　
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
　
あ
じ
さ
い
保

育
幼
稚
園
』

　
研
修
に
は
前
田
理
事
長
や
園
長
先
生

方
だ
け
で
は
な
く
、
震
災
当
初
か
ら
園

と
定
期
的
に
話
し
合
い
な
が
ら
協
力
し

て
対
応
し
て
き
た
と
い
う
益
城
町
職
員

の
方
も
同
席
さ
れ
、
行
政
と
の
連
携
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
園
長
先
生
方

も
、
有
事
の
際
に
行
政
は
対
応
に
人
が

足
り
ず
、
二
十
四
時
間
体
制
で
あ
る
こ

と
や
避
難
所
の
多
さ

も
考
え
る
と
、
行
き

届
く
わ
け
が
な
く
、

自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
は
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
、
と
行
政

の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
震
災
時
ま
だ
園
に

居
ら
し
た
と
い
う
主

任
の
山
本
先
生
に
よ

る
と
、
地
震
は
ふ
い

に
来
る
の
で
構
え
る

間
も
な
く
、
立
っ
て

い
ら
れ
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
当
初
は
道

が
ふ
さ
が
れ
避
難
所

に
も
行
け
ず
、
職
員
も
な
か
な
か
園
に

来
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
お
話
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
園
長
先
生
は
、

園
で
い
か
に
早
く
子
ど
も
を
預
か
る

か
、
を
ま
ず
考
え
た
そ
う
で
す
。
幼
子

を
抱
え
て
働
け
な
い
、
後
始
末
を
で
き

な
い
、
そ
ん
な
保
護
者
に
貢
献
す
る
た

め
に
一
日
で
も
早
い
復
旧
を
目
指
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を
大
き
く
助
け
て
く
れ

た
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
。
片
付

け
や
倒
れ
た
ピ
ア
ノ
の
処
置
等
を
手
際

よ
く
し
て
く
れ
二
十
六
日
に
保
育
再
開

で
き
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
被
災
を
し

た
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
は
外
か
ら
来
た

い
ろ
ん
な
人
た
ち
の
温
か
さ
を
感
じ
た

と
思
う
、
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
園

を
再
開
し
て
か
ら
も
、
幼
子
を
抱
え
て

被
災
さ
れ
た
地
域
の
方
を
少
し
で
も
元

気
づ
け
た
い
と
、
お
祭
り
な
ど
大
人
も

楽
し
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
園
庭
で

開
催
さ
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
パ
ワ
ー
に
も
び
っ
く
り
し
て
お

り
、
家
庭
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
園
で

は
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
、
と
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
何
点

か
、
被
災
後
に
災

害
対
策
に
つ
い
て

感
じ
た
こ
と
も
教

え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
地
震
の
訓
練
で

は
子
ど
も
に
机
の

下
に
隠
れ
る
よ
う

指
導
し
て
い
た

が
、
ほ
ん
と
に
大

き
な
揺
れ
が
あ
る

時
、
子
ど
も
は
机

ご
と
動
い
て
し

ま
っ
て
危
な
い
と

感
じ
た
そ
う
で

す
。

　
ま
た
、
避
難
グ
ッ
ズ
は
園
で
は
な
く

保
護
者
に
用
意
し
て
も
ら
う
と
入
れ
替

え
も
し
て
も
ら
え
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
判

断
も
任
せ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

水
分
も
、
水
で
は
な
く
ゼ
リ
ー
状
の
も

の
だ
と
ト
イ
レ
に
行
く
回
数
が
減
っ
て

良
い
そ
う
で
す
。
防
災
頭
巾
は
、
当
初

は
逃
げ
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
だ
し
、
子

ど
も
の
顔
が
隠
れ
て
し
ま
う
と
い
う
難

点
も
あ
る
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
ど
こ

か
に
逃
げ
る
と
き
二
次
災
害
を
防
ぐ
た

め
に
身
に
付
け
る
、
と
い
う
意
味
で
現

在
は
外
の
倉
庫
に
置
い
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
そ
の
他
に
も
、
保
護
者
へ
の
連
絡

は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
転
し
て
い
る

途
中
だ
っ
た
ら
、
河
川
も
近
い
、
避
難

中
ガ
ラ
ス
な
ど
も
落
ち
て
お
り
普
通
の

靴
で
は
ケ
ガ
を
す
る
か
ら
ど
う
す
る
の

か…

。
避
難
す
る
こ
と
が
危
険
か
も
し

れ
な
い
し
、
何
が
一
番
良
い
判
断
な
の

か
わ
か
ら
な
い
、
と
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
「
他
人
事
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た

が
、
き
ち
ん
と
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
言
葉

が
印
象
的
で
し
た
。

　
昨
今
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
大
き
な
災

害
が
あ
り
、
私
た
ち
も
い
つ
大
き
な
災

害
に
見
舞
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
時
の
心
構
え
と
備
え
、
地
域

や
行
政
と
の
協
力
体
制
の
在
り
方
等
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

　
最
後
に
、
お
時
間
を
割
い
て
こ
の
研

修
視
察
を
受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た
御
船

昭
和
保
育
園
、
あ
じ
さ
い
保
育
幼
稚
園

の
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
、
被
災
地

の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
念
致
し
ま

す
。

熊
本
被
災
地
視
察
研
修
報
告

熊
本
被
災
地
視
察
研
修
報
告

熊
本
被
災
地
視
察
研
修
報
告

特
別
園
長
研
究
委
員
会
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　「DVD放映コーナー」では、福岡市保育士会からDVD「保育所は、命を
育み、学ぶ意欲を育てます」を放映し、保育園の一日の様子はもちろん、
養護と教育を一体的に行っている保育の様子をご紹介しました。足を止め
て見てくださる方も多く、保育園を知っていただくいい機会になりまし
た。

☆これからも、福岡市認可保育所・保育園に対するご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

～ 保育園で輝く こどもの写真がいっぱい !! ～
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南区
井尻保育園

「ひなまつり」

　まごころ保育園の卒園式はおそらくごく一般的な卒園式だと思いま
す。年中の園児も参加して職員と共に卒園児を祝福します。開式 30 分
前からホールでスライドショーを上映しています。毎年 1 月頃から作成
に取り掛かります。子どもたちの写真が出てくると保護者から歓声があ

がり、作ってよかったなと思いま
す。時々保護者から販売してく
ださいと言われますが、お断り
しています。この一瞬のために
作るのが私は好きなのです。頑
固者だと言われても貫いていき
ます。それはさておきスライド

ショーの余韻が残る中、式が始まります。ホールのステージに立ち、卒
園証書を受け取る子ども達の姿を見ると、毎日顔を会わせていたこの子
たちと会えなくなる淋しさと、あんなに幼かった子達がよくぞここまで
大きくなったなという喜びでいっぱいに
なります。０才児クラスの赤ちゃんの頃
から来ていたらなおのこと、感慨深いも
のがあります。お母さんと離れたくない
と泣いていたあの子。先生にずっとおん
ぶしてもらっていたあの子・・・。たく
さんの思い出がこみ上げてきます。
　最後に、未来へはばたくすべての子ど
もたちにエールを送ります。「フレー、
フレー、みんな！」応援しています！

　１年間、暗い小さな箱の中に入っていたおひなさまは、春が来る
のをず～っと待っていました。保育園では、まず年長児がひな人形
をひとつひとつ大切に箱の中から取り出して飾ります。おだいりさ
まとおひなさまをどう置くのか、多種多様なお道具をどう配置する
のかなど先生達も大変ですがそれぞれの意味を伝えながら、飾って
います。おひなさまもやっと、元気な子ども達の顔が見れてとても
嬉しそうです。
　３月３日ひな祭りは、
２６０名の園児と職員が
ホールに集まります。「ひ
なまつりの由来」をひと
つひとつ大切に紹介しま
す。それからみんなでお
ひなさまを見ながら “う
れしいひなまつり” を歌
います。クラス毎に０歳
児からステージで歌や手
遊びをして最後に年長児５３名が歌 “世界がひとつになるまで” と、
合奏 “聖者の行進” を披露します。おひなさまも子ども達のかわい
い歌声を嬉しそうに聞いているようですね。生まれてから今まで成
長した喜びを感謝しながら今年１年も健やかに成長しますようにと
お願いします。

　お土産にひなあられを持ち帰り、家族
で食べながら、１年間の健康安全を願っ
ています。
　伝統行事やしきたりは、古くから伝わ
る大切な意味があるものです。伝統の継
承が難しい時代だからこそ保育園ではき
ちんと伝えていきたいと思っています。

東区

博多区

城南区
西区

まごころ保育園

　月に 1 度、伝承遊びを行っています。伝承遊び
の師匠である齊籐さん（元公民館長、隅田町内会
の方）と一緒に 1 月は凧作り。組んだ平竹に、墨
と絵の具で描いた和紙を貼り、千枚通しで穴を開
け、凧糸を通した
り結んだりと日頃
使わない材料や道
具を使っての作業
に真剣に取り組む

子ども達。「ここ持ってくれる？」と友
だちと協力する場面も見られます。最初
から最後まで、自分で作り上げた自慢の
凧を持って、いざ御笠川へ。「よ～し風
が吹いてきた！」上手に凧糸を操り、凧
を風に乗せながら、だんだんと持ち手を
伸ばしていきます。時には凧糸から手を
放してしまい、凧が飛んでいくなんてい
うハプニングも。「先生！僕のどんどん
上がる！」と自ら操作し、空高く舞う凧
あげを楽しみました。尾っぽが軽すぎて
あがらない凧には、土手に生えているヨ
モギの葉を付ける斉藤さんに固定観念に
とらわれない物の考え方を学びました。

隅田保育園
「伝承遊び『凧』」

　田島保育園では卒園式の二週間ほど前に「お別れパーティー」を
行います。最初はゲーム大会。卒園する年長児と在園児で一緒にゲー
ムをします。二歳児とは電車ごっこ、三歳児とはボール運びゲーム、
四歳児とはお腹にボールを挟んで運ぶゲームをします。年長児は小
さい園児の走る速さや歩幅に合わせてるなど、年長児としての気配
りや優しさを見せてくれます。ゲームの最後は先生チーム対年長児
のドッジボール真剣試合です。先生チームが勝つと「もう一回！ 」
とリクエスト。年長児が勝つと、保育園への置き土産かと思うくら
いの大きなかちどきが響き渡ります。閉会式では、在園児や先生か
ら手作りのプレゼントをもらい、年長児は大喜びです。給食は園児
達 が 大 好 き な メ
ニューを並べたバイ
キング。最後の思い
出にと何回もおかわ
りする子が続出です。
小学校にあがる年長
児の成長した姿に喜
びを感じながら、と
ても思い出になる時
間を過ごします。

田島保育園
「お別れパーティー」

中央区早良区

　「鬼は外、福は内！」の大
きな声が保育園中に響き渡り
ます。今日は節分。暦の上で
は次の日から春を迎える日な
のですが、空気はまだひんや
りしています。子どもたちは

「今日はこわい鬼が保育園に
出る」とわかっているのか、
朝からそわそわ状態。先生が
節分の由来をみんなに話し、やがてやって来る鬼に負けないように、み
んなで「豆まき」の歌を大きな声を出して歌います。そして、「鬼は外、
福は内！」とこれまた大きな声を出しながら豆をまく練習をして、鬼の
登場に備えます。太鼓がどんどんと保育園に鳴り響き、いよいよ鬼が登
場。赤鬼とみどり鬼です。2 匹の鬼は金棒を振り回しながら、園庭の中
を駆け回ります。かなり怖い顔をした鬼で、子どもたちは園庭を逃げ回
りますが、中には勇気を出して立ち向かう強者も。毎年、立春を迎える
保育園の大事な行事です。

豊庄保育園
「豆まき（節分）」

　11 月の勤労感謝の日に、
近所の商店街にプレゼントを
持っていきます。このころか
ら子どもたちの遊びに少しず
つ変化が見え、ままごと遊び
で近所の商店街の店が登場し
てきます。
　子どもたちは近所の商店を
思い出しながら、毎朝開店準
備に精を出しています。パン屋、すし屋、弁当屋など少しずつ増えていき、
さながら本物の商店街のようになっていきます。しばらくその遊びが続
き、「いらっしゃいませ」のあいさつも様になり、商品も日に日に増え
ていきます。未満児クラスでは言葉でのやり取りが活発になり、眺めて
いるだけでとても面白いです。
　冬のある日、園庭でもお店屋さんごっこが始まりました。近くで「お

うちごっこ」をしている子どもたちがそ
の店に買い物に行きます。大型店舗も
登場して園庭の草をちぎって野菜とし
て売ったりしています。散歩に行けば
お店屋さんの研究です。職員が作った
衣装も少しずつ増えていき、室内、園
庭の両方で今後の展開が楽しみです。

めぐみ保育園
「勤労感謝の日」

新星保育園
「いもほり遠足」

　１年に数回ある遠足の中でも子どもたちがとても楽しみにしてい
るのが 10 月の「いもほり遠足」です。3 歳以上児が大型バスで西
区今津の芋畑へ行きます。3 歳児にとっては保護者と一緒に行かな
い初めての遠足で、はりきって朝５時に起きてしまった子、普段は
甘えて持たないリュックをこの日ばかりは自分で背負い得意顔の子
など、楽しみでたまらないという気持ちを満面の笑みと全身で表し
ながら登園して来ます。
　約 50 分間のバスの旅は、歌ったりクイズに答えたり車窓から見
える景色を楽しんだりしているとあっという間です。芋畑に到着す
ると早速芋掘り開始。砂遊び用とは違う使い慣れない園芸用の重い
スコップで、はじめのうちは無言ですが土の中から芋の紫色が見え
ると「あったー！！」とあちこちから歓声が上がり始め、それから
は「先生見てー！」「掘れたよ！」とそれはそれは賑やかです。中
には芋より土の中から出てきた何かの幼虫に夢中の子も。
　芋掘りの後は近くの公園へ移動するのですが、少々疲れ気味の 3
歳児の手を 5 歳児がしっかり引いて歩きます。家から持って来た手
作り弁当を食べて元気が回復した子どもたちは芝生広場で走り回っ
て遊び、帰りのバス
ではぐっすり眠り
ます。お迎えの時
間には「いっぱい
掘ったよ！」「じゃ
あ今日は天ぷらに
しようか」「芋ご飯
もして～」と楽し
い会話が飛び交い
ます。

「卒園式」
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南区
井尻保育園

「ひなまつり」

　まごころ保育園の卒園式はおそらくごく一般的な卒園式だと思いま
す。年中の園児も参加して職員と共に卒園児を祝福します。開式 30 分
前からホールでスライドショーを上映しています。毎年 1 月頃から作成
に取り掛かります。子どもたちの写真が出てくると保護者から歓声があ

がり、作ってよかったなと思いま
す。時々保護者から販売してく
ださいと言われますが、お断り
しています。この一瞬のために
作るのが私は好きなのです。頑
固者だと言われても貫いていき
ます。それはさておきスライド

ショーの余韻が残る中、式が始まります。ホールのステージに立ち、卒
園証書を受け取る子ども達の姿を見ると、毎日顔を会わせていたこの子
たちと会えなくなる淋しさと、あんなに幼かった子達がよくぞここまで
大きくなったなという喜びでいっぱいに
なります。０才児クラスの赤ちゃんの頃
から来ていたらなおのこと、感慨深いも
のがあります。お母さんと離れたくない
と泣いていたあの子。先生にずっとおん
ぶしてもらっていたあの子・・・。たく
さんの思い出がこみ上げてきます。
　最後に、未来へはばたくすべての子ど
もたちにエールを送ります。「フレー、
フレー、みんな！」応援しています！

　１年間、暗い小さな箱の中に入っていたおひなさまは、春が来る
のをず～っと待っていました。保育園では、まず年長児がひな人形
をひとつひとつ大切に箱の中から取り出して飾ります。おだいりさ
まとおひなさまをどう置くのか、多種多様なお道具をどう配置する
のかなど先生達も大変ですがそれぞれの意味を伝えながら、飾って
います。おひなさまもやっと、元気な子ども達の顔が見れてとても
嬉しそうです。
　３月３日ひな祭りは、
２６０名の園児と職員が
ホールに集まります。「ひ
なまつりの由来」をひと
つひとつ大切に紹介しま
す。それからみんなでお
ひなさまを見ながら “う
れしいひなまつり” を歌
います。クラス毎に０歳
児からステージで歌や手
遊びをして最後に年長児５３名が歌 “世界がひとつになるまで” と、
合奏 “聖者の行進” を披露します。おひなさまも子ども達のかわい
い歌声を嬉しそうに聞いているようですね。生まれてから今まで成
長した喜びを感謝しながら今年１年も健やかに成長しますようにと
お願いします。

　お土産にひなあられを持ち帰り、家族
で食べながら、１年間の健康安全を願っ
ています。
　伝統行事やしきたりは、古くから伝わ
る大切な意味があるものです。伝統の継
承が難しい時代だからこそ保育園ではき
ちんと伝えていきたいと思っています。

東区

博多区

城南区
西区

まごころ保育園

　月に 1 度、伝承遊びを行っています。伝承遊び
の師匠である齊籐さん（元公民館長、隅田町内会
の方）と一緒に 1 月は凧作り。組んだ平竹に、墨
と絵の具で描いた和紙を貼り、千枚通しで穴を開
け、凧糸を通した
り結んだりと日頃
使わない材料や道
具を使っての作業
に真剣に取り組む

子ども達。「ここ持ってくれる？」と友
だちと協力する場面も見られます。最初
から最後まで、自分で作り上げた自慢の
凧を持って、いざ御笠川へ。「よ～し風
が吹いてきた！」上手に凧糸を操り、凧
を風に乗せながら、だんだんと持ち手を
伸ばしていきます。時には凧糸から手を
放してしまい、凧が飛んでいくなんてい
うハプニングも。「先生！僕のどんどん
上がる！」と自ら操作し、空高く舞う凧
あげを楽しみました。尾っぽが軽すぎて
あがらない凧には、土手に生えているヨ
モギの葉を付ける斉藤さんに固定観念に
とらわれない物の考え方を学びました。

隅田保育園
「伝承遊び『凧』」

　田島保育園では卒園式の二週間ほど前に「お別れパーティー」を
行います。最初はゲーム大会。卒園する年長児と在園児で一緒にゲー
ムをします。二歳児とは電車ごっこ、三歳児とはボール運びゲーム、
四歳児とはお腹にボールを挟んで運ぶゲームをします。年長児は小
さい園児の走る速さや歩幅に合わせてるなど、年長児としての気配
りや優しさを見せてくれます。ゲームの最後は先生チーム対年長児
のドッジボール真剣試合です。先生チームが勝つと「もう一回！ 」
とリクエスト。年長児が勝つと、保育園への置き土産かと思うくら
いの大きなかちどきが響き渡ります。閉会式では、在園児や先生か
ら手作りのプレゼントをもらい、年長児は大喜びです。給食は園児
達 が 大 好 き な メ
ニューを並べたバイ
キング。最後の思い
出にと何回もおかわ
りする子が続出です。
小学校にあがる年長
児の成長した姿に喜
びを感じながら、と
ても思い出になる時
間を過ごします。

田島保育園
「お別れパーティー」

中央区早良区

　「鬼は外、福は内！」の大
きな声が保育園中に響き渡り
ます。今日は節分。暦の上で
は次の日から春を迎える日な
のですが、空気はまだひんや
りしています。子どもたちは

「今日はこわい鬼が保育園に
出る」とわかっているのか、
朝からそわそわ状態。先生が
節分の由来をみんなに話し、やがてやって来る鬼に負けないように、み
んなで「豆まき」の歌を大きな声を出して歌います。そして、「鬼は外、
福は内！」とこれまた大きな声を出しながら豆をまく練習をして、鬼の
登場に備えます。太鼓がどんどんと保育園に鳴り響き、いよいよ鬼が登
場。赤鬼とみどり鬼です。2 匹の鬼は金棒を振り回しながら、園庭の中
を駆け回ります。かなり怖い顔をした鬼で、子どもたちは園庭を逃げ回
りますが、中には勇気を出して立ち向かう強者も。毎年、立春を迎える
保育園の大事な行事です。

豊庄保育園
「豆まき（節分）」

　11 月の勤労感謝の日に、
近所の商店街にプレゼントを
持っていきます。このころか
ら子どもたちの遊びに少しず
つ変化が見え、ままごと遊び
で近所の商店街の店が登場し
てきます。
　子どもたちは近所の商店を
思い出しながら、毎朝開店準
備に精を出しています。パン屋、すし屋、弁当屋など少しずつ増えていき、
さながら本物の商店街のようになっていきます。しばらくその遊びが続
き、「いらっしゃいませ」のあいさつも様になり、商品も日に日に増え
ていきます。未満児クラスでは言葉でのやり取りが活発になり、眺めて
いるだけでとても面白いです。
　冬のある日、園庭でもお店屋さんごっこが始まりました。近くで「お

うちごっこ」をしている子どもたちがそ
の店に買い物に行きます。大型店舗も
登場して園庭の草をちぎって野菜とし
て売ったりしています。散歩に行けば
お店屋さんの研究です。職員が作った
衣装も少しずつ増えていき、室内、園
庭の両方で今後の展開が楽しみです。

めぐみ保育園
「勤労感謝の日」

新星保育園
「いもほり遠足」

　１年に数回ある遠足の中でも子どもたちがとても楽しみにしてい
るのが 10 月の「いもほり遠足」です。3 歳以上児が大型バスで西
区今津の芋畑へ行きます。3 歳児にとっては保護者と一緒に行かな
い初めての遠足で、はりきって朝５時に起きてしまった子、普段は
甘えて持たないリュックをこの日ばかりは自分で背負い得意顔の子
など、楽しみでたまらないという気持ちを満面の笑みと全身で表し
ながら登園して来ます。
　約 50 分間のバスの旅は、歌ったりクイズに答えたり車窓から見
える景色を楽しんだりしているとあっという間です。芋畑に到着す
ると早速芋掘り開始。砂遊び用とは違う使い慣れない園芸用の重い
スコップで、はじめのうちは無言ですが土の中から芋の紫色が見え
ると「あったー！！」とあちこちから歓声が上がり始め、それから
は「先生見てー！」「掘れたよ！」とそれはそれは賑やかです。中
には芋より土の中から出てきた何かの幼虫に夢中の子も。
　芋掘りの後は近くの公園へ移動するのですが、少々疲れ気味の 3
歳児の手を 5 歳児がしっかり引いて歩きます。家から持って来た手
作り弁当を食べて元気が回復した子どもたちは芝生広場で走り回っ
て遊び、帰りのバス
ではぐっすり眠り
ます。お迎えの時
間には「いっぱい
掘ったよ！」「じゃ
あ今日は天ぷらに
しようか」「芋ご飯
もして～」と楽し
い会話が飛び交い
ます。

「卒園式」
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福
岡
市
で
は
待
機
児
童

の
増
加
に
伴
い
、
新
設
園

の
開
設
や
既
存
園
の
増
改

築
で
大
幅
な
定
員
増
が
図

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
当
然

な
が
ら
人
材
の
需
給
関
係

が
崩
れ
、
保
育
士
不
足
が

顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
べ
く

福
岡
市
保
育
協
会
は
広
報

調
査
部
と
青
年
部
が
中
心

と
な
り
平
成
二
十
七
年
十

月
国
際
ホ
ー
ル
で
初
め
て

保
育
園
ブ
ー
ス
を
設
置
し

た
就
職
フ
ェ
ア
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
度
は
ア
ク
ロ
ス
福
岡
に
て
六
月
に
就

職
説
明
会
と
就
職
フ
ェ
ア
、
九
月
に
就
職
フ
ェ
ア

を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
保
育
士
を
目
指
す
学
生

や
養
成
校
の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

場
で
先
生
方
と
個
別
に
話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た

が
、
保
育
協
会
と
養
成
校
の
先
生
方
と
の
意
見
交

換
会
を
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
十

数
年
ぶ
り
に
十
一
月
二
十
二
日
（
火
）
す
し
幸
に

て
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
と
し
て
保
育
協
会
か
ら
理
事
長
以
下
二

十
三
名
が
参
加
し
、
養
成
校
か
ら
も
十
九
校
二
十

七
名
の
就
職
担
当
の
教
員
の
先
生
方
と
、
実
務
を

行
っ
て
い
る
就
職
課
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
次
回

の
課
題
や
改
善
点
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
交
流
会
が
あ
り
多
く
の
本
音
を
聞
く
こ
と
が

出
来
、
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
記
録
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

・
理
事
長
挨
拶
 
古
賀
理
事
長

「
近
年
の
保
育
士
不
足
に
つ
い
て

は
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
と
お
り
。
待
機
児
童

も
年
々
増
え
、
市
の
施
設
整
備
も

図
ら
れ
て
い
る
。
認
可
保
育
園
の

数
は
、
三
年
前
に
は
百
八
十
一
ヶ

園
だ
っ
た
の
が
、
今
年
四
月
に
は

二
百
十
一
ヶ
園
と
な
り
、
来
年
に

は
十
数
ヶ
園
増
え
る
予
定
。
小
規

模
も
増
え
て
い
る
。
各
園
の
採
用

状
況
と
し
て
も
な
か
な
か
集
ま
ら

ず
、
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
昨
年
か
ら
始
め
た

就
職
フ
ェ
ア
も
、
六
月
と
九
月
に
開
催
で
き
た
。

夏
場
に
は
、
近
隣
の
み
だ
が
、
養
成
校
訪
問
も
福

岡
市
と
一
緒
に
行
っ
て
お
り
、
情
報
交
換
し
て
い

る
。
今
日
は
意
見
交
換
の
場
と
し
た
い
。
」

・
福
岡
市
の
状
況
 
指
導
監
査
課 

高
地
係
長

「
今
年
度
も
保
育
園
の
定
員
増
を
は
か
り
、
一
千

八
百
人
の
定
員
増
、
そ
れ
に
伴
い
二
百
七
十
人
の

保
育
士
が
必
要
と
試
算
し
て
い
る
。
保
育
士
・
保

育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
相
談
会
七
回
開

催
、
市
内
と
太
宰
府
市
に
あ
る
養
成
校
訪
問
、
潜

在
保
育
士
へ
の
貸
付
事
業
や
無
料
相
談
窓
口
設
置

等
し
て
い
る
。
様
々
な
理
由
に
よ
り
早
期
退
職
者

が
出
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
園
側
に
は
、
若
い
職

員
を
育
て
て
ほ
し
い
。
」

・
就
職
フ
ェ
ア
の
報
告
 
青
年
部 

高
田
部
長

「
全
体
へ
話
を
す
る
説
明
会
は
行
っ
て
い
た
が
、

個
別
ブ
ー
ス
で
お
話
し
す
る
就
職
フ
ェ
ア
は
昨
年

九
月
に
初
め
て
開
催
。
非
常
に
好
評
だ
っ
た
。
今

年
は
就
職
フ
ェ
ア
を
二
回
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
一

回
目
の
六
月
に
は
三
百
名
、
二
回
目
の
九
月
に
は

二
百
名
程
度
の
参
加
が
あ
っ
た
。
時
期
や
場
所
に

つ
い
て
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

ブ
ー
ス
の
出
し
方
や
園
数
に
つ
い
て
も
、
何
か
あ

れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
」

・
養
成
校
の
先
生
方
か
ら

１
．
昨
年
の
就
職
者
が
幼
稚
園
二
十
三
・
三
％
、

保
育
園
六
十
三
・
三
％
と
保
育
園
へ
の
就
職
者

が
多
い
。
フ
ェ
ア
時
期
に
つ
い
て
は
、
八
月
半

ば
が
保
育
実
習
、
九
月
半
ば
が
幼
稚
園
実
習
と

な
る
た
め
、
九
月
は
参
加
が
少
な
い
。
七
月
に

新
人
保
育
者
研
修
会
を
行
い
、
現
場
で
ど
う
か

の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
い
る
。
一
年
目
は
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
た
り
、
人
間
関
係
の
構
築

が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
。
そ
の
た
め
離
職
率

を
減
ら
そ
う
と
取
り
組

ん
で
い
る
。
長
い
目
で

見
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
育
て
て
い
た
だ
き

た
い
。
就
職
試
験
の
ピ

ア
ノ
が
緊
張
す
る
と
の

意
見
が
多
い
。
課
題
曲

を
設
定
し
て
欲
し
い
。

今
回
の
意
見
交
換
会
に

つ
い
て
は
、
と
て
も
良

い
取
り
組
み
だ
と
思
う

が
、
で
き
れ
ば
事
前
に

質
問
状
を
取
っ
て
、

練
っ
た
意
見
を
持
ち

寄
っ
て
報
告
す
る
場
と

し
た
ら
、
も
っ
と
良
い

の
で
は
な
い
か
。

２
．
フ
ェ
ア
時
期
は
、
六
月
施
設
実
習
、
九
月
幼

稚
園
実
習
。
園
ご
と
に
ブ
ー
ス
を
展
開
し
て
い

る
と
、
学
生
も
参
考
に
し
や
す
い
。
福
岡
市
で

一
人
暮
ら
し
が
出
来
る
か
ど
う
か
。
奨
学
金
の

返
済
を
控
え
て
い
る
学
生
も
多
い
。
内
定
後
の

研
修
に
つ
い
て
は
、
二
月
ま
で
試
験
や
行
事
等

も
あ
る
た
め
、
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

３
．
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
六
月
幼
稚
園
実
習
、

八
月
保
育
園
・
施
設
実
習
、
九
月
幼
稚
園
二
回

目
の
実
習
が
あ
る
。
フ
ェ
ア
が
実
習
と
は
重
な

る
が
、
他
校
の
学
生
も
来
て
、
刺
激
に
な
る
だ

ろ
う
と
も
思
う
た
め
、
行
き
な
さ
い
と
伝
え
て

い
る
。
一
学
年
百
名
の
う
ち
、
半
数
が
県
外
の

学
生
。
地
元
に
帰
る
傾
向
が
強
い
。
他
県
の
方

が
来
ら
れ
て
、
ぜ
ひ
地
元
に
と
話
さ
れ
る
。
就

職
試
験
の
ピ
ア
ノ
に
つ
い
て
は
、
課
題
曲
な
の

か
、
ピ
ア
ノ
曲
な
の
か
、
子
ど
も
た
ち
と
歌
え

る
曲
な
の
か
、
詳
細
を
書
い
て
欲
し
い
。
早
期

退
職
し
た
卒
業
生
は
、
社
会
人
の
基
礎
力
が
身

に
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
問
題
も
大
き
い
と
感

じ
て
い
る
。
し
っ
か
り
育
て
た
い
。

４
．
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
九

月
は
実
習
中
。
六
月
の
ブ
ー

ス
は
と
て
も
参
考
に
な
っ
て

い
る
。
二
百
三
十
一
名
卒
業

だ
が
、
七
割
が
県
外
。
市
内

学
生
は
二
十
名
。
地
元
を
す

す
め
て
い
る
。
十
一
月
下
旬

ご
ろ
に
地
元
を
あ
き
ら
め
て

福
岡
市
内
の
就
職
を
考
え
る

学
生
も
い
る
。
早
期
退
職
者

が
数
名
出
た
。
メ
ン
タ
ル
の

弱
い
学
生
も
い
る
が
、
温
か

い
目
で
育
て
て
欲
し
い
。
高

校
と
の
連
携
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
る
。
保
育
を
目
指

す
人
が
少
な
い
。

「
養
成
校
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
」

「
養
成
校
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
」

広
報
調
査
部

　理
事

　井
上 

正
志

　み
な
さ
ん

も
、
一
度
は

目
に
し
た
事

の
あ
る
絵
本

だ
と
思
い
ま

す
。
「
じ
ど

う
し
ゃ

　

ぶ
ー
ぶ
ー
ぶ
ー
ぶ
ー
」
「
か
み

　

び
り
び
り
び
り
び
り
び
り
び
り
」

沢
山
の
擬
音
語
と
は
っ
き
り
し
た

絵
が
わ
く
わ
く
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
実
は
、
こ
の
絵
本
手
遊
び
歌

♪
ぐ
ー
ち
ょ
き
ぱ
ー
♪
の
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
表
紙
か
ら
二
回
ず
つ

歌
っ
て
い
く
と
♪
じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ

び
り
び
り
（
繰
り
返
す
）
じ
ど
う

し
ゃ
ぶ
ー
（
繰
り
返
す
）
い
ぬ

わ
ん
わ
ん
（
繰
り
返
す
）
み
ず

じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ
（
繰
り
返
す
）
ほ

ら
ピ
ッ
タ
リ
と
合
う
ん
で
す
。
0

歳
児
ク
ラ
ス
で
は
、
お
む
つ
交
換

時
に
歌
う
と
動
き
が
止
ま
り
耳
を

澄
ま
せ
、
次
第
に
擬
音
だ
け
一
緒

に
発
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一

歳
児
ク
ラ
ス
で
は
、
本
の
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
と
み
ん
な
で
大
合
唱
し

て
い
ま
す
。
発
語
を
促
す
の
に
ひ

と
役
か
っ
て
く
れ
る
絵
本
で
す
。

「
お
し
ま
い
ま
た
ね
」
で
終
わ
る

の
も
子
ど
も
心
に
納
得
が
い
く
よ

う
で
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
園

の
可
愛
い
赤
ち
ゃ
ん
達
に
読
ん
で

下
さ
い
。

　
　
　

  

（
谷
口 

美
香
）

　
広
い
園
庭
に
大
き
な
ポ

プ
ラ
の
木
と
毎
年
美
味
し

い
実
を
つ
け
る
ビ
ワ
の
木

が
自
慢
の
筑
紫
ヶ
丘
保
育

園
で
す
。
昭
和
四
十
五
年

開
園
し
て
五
十
年
近
く
に

な
り
ま
し
た
。
「
人
に
や

さ
し
く
意
欲
あ
る
子
」
に

育
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
を
込
め
て
保
育
を
続
け
て

来
ま
し
た
。

　
昨
年
秋
の
叙
勲
で
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
し
こ

れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
園
長
先
生
、
地

域
の
皆
様
、
職
員
に
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の

受
賞
を
励
み
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
未
来
あ
る
子
ど

も
達
の
保
育
と
教
育
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、
身
に
余
る

叙
勲
を
受
け
、
皆
様
方
の

お
支
え
あ
れ
ば
こ
そ
の
お

か
げ
だ
と
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　
私
が
小
学
生
の
時
に
保

育
園
を
始
め
た
母
の
勧
め

で
保
育
士
の
道
に
入
り
こ

の
度
の
受
章
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
筑
紫
丘
保
育
園
の
創
立
時
か
ら
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
池
尻
園
長
先
生
と
同
じ
時
に
受

章
で
き
た
こ
と
は
、
章
は
並
ぶ
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん

が
入
江
先
生
（
先
代
理
事
長
・
園
長
先
生
）
の
お
導

き
で
は
な
い
か
と
不
思
議
な
ご
縁
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
の
保
育
界
が
ど
の
よ
う
に
変
革
す
る
の
か
追

い
つ
け
な
い
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
う
少
し
も
う
少

し
と
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
平
成
二
十
八
年

秋
の
叙
勲
に
際
し
図
ら
ず

も
身
に
余
る
瑞
宝
単
光
章

の
栄
誉
を
頂
き
、
驚
き
と

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
の
御
支
援

と
御
指
導
の
お
か
げ
で
四

十
数
年
保
育
の
仕
事
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
は
新
た

な
気
持
ち
で
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
傍
に
い
る
だ
け

で
子
供
が
安
ら
ぎ
を
覚
え
ら
れ
る
よ
う
な
保
育
の
充

実
に
尚
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
こ
の
度
、
社
会
福
祉
功

労
者
に
対
す
る
表
彰
状
を

頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
お
陰
様
で
、
千
里
保
育

園
に
就
職
し
て
四
十
数
年

と
い
う
月
日
が
経
ち
ま
し

た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
園
長
先
生
や
副
園
長
先
生
の
ご

指
導
と
ご
配
慮
の
お
陰
と
心
か
ら
感
謝
致
し
て
お
り
ま

す
。

　
又
、
保
育
士
の
皆
さ
ん
の
協
力
と
ス
タ
ッ
フ
の
輪
が

出
来
た
こ
と
、
子
ど
も
ひ
と
り
一
人
を
大
切
に
し
て
い

く
こ
と
な
ど
沢
山
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長
い
間

勤
め
て
い
ま
す
と
、
悩
み
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
、
巣
立
っ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
お
便
り
や
、
園

へ
の
訪
問
で
疲
れ
も
や
わ
ら
ぎ
、
喜
び
と
笑
顔
に
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
お
忙
し
い
保
護
者
の
思
い
に
寄
り
添
い
な

が
ら
保
育
に
専
念
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
陰
様
に
て
、
こ
の
度

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
四
十
三
年
間
、
保
育

一
筋
に
、
歩
い
て
来
た
こ

と
に
対
す
る
ご
褒
美
と
受

け
取
っ
て
も
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
今
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
教
え
ら
れ
、
導
か

れ
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
現
在
は
、
十
年
前
に
公
立
の
民

営
化
を
受
け
て
、
隅
田
保
育
園
を
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
こ
こ
は
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
都
会
の
オ
ア
シ

ス
的
な
観
を
呈
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
日
本
の
伝
統

文
化
や
伝
承
遊
び
を
取
り
入
れ
な
が
ら
保
育
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
受
賞
を
期
に
さ
ら
に
、
身
を
引
き
締
め
保

護
者
や
子
ど
も
達
に
愛
さ
れ
、
安
心
し
て
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
保
育
園
に
、
そ
し
て
職
員
に
は
働
き
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
が
大
好
き
で

進
ん
だ
保
育
士
の
道
、

「
石
の
上
に
も
三
年
」
何

が
あ
っ
て
も
続
け
よ
う
と

思
っ
た
あ
の
日
か
ら
、
四

十
二
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
こ
ん
な
に

長
い
間
保
育
士
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
園
長
先
生
は
じ
め
、
ま
わ

り
の
皆
様
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
心
よ
り
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
私
に
と
り
ま
し
て
今
回
の
受
賞

は
、
身
に
余
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲 

受章

池
尻 

千
鶴
子

瑞
宝
双
光
章 

受
章

筑
紫
ヶ
丘
保
育
園

園
長

上
野
佳
津
子

瑞
宝
単
光
章 

受
章

東
住
吉
保
育
園

園
長

家
宇
治 

瑞
枝

西
区
千
里
保
育
園

主
任
保
育
士

大
神 

千
加
子

瑞
宝
単
光
章 

受
章

多
々
良
保
育
園

副
園
長

木
林 

純
子

隅
田
保
育
園

施
設
長

田
中 

ひ
ろ
子

西
新
保
育
園

保
育
士

作
・
絵

　ま
つ
い 

の
り
こ

出
版
社

　偕
成
社

「
じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ
び
り
び
り
」

私
が
薦
め
る

絵
本

　初
め
て
こ

の
絵
本
を
読

ん
だ
の
は
、

娘
と
の
寝
る

前
の
絵
本
読

み
の
時
間
で

し
た
。『
あ
か

ち
ゃ
ん
が
う

ま
れ
る
と
き

　か
み
さ
ま
は
ひ
と

り
ひ
と
り
の
あ
か
ち
ゃ
ん
に

　お

く
り
も
の
を
く
だ
さ
い
ま
す
。
か

み
さ
ま
か
ら
の
お
く
り
も
の
は
て

ん
し
が

　は
こ
ん
で
く
る
の
で

す
。』
こ
れ
が
冒
頭
の
文
章
で
す
。

読
ん
だ
後
、〇
〇
ち
ゃ
ん
は
よ
く
食

べ
る
を
も
ら
っ
て
元
気
な
子
に

な
っ
た
ね
ー
。
よ
く
笑
う
を
も
ら
っ

て
、
み
ん
な
を
幸
せ
な
気
持
ち
に

し
て
く
れ
る
ね
ー
。
優
し
い
を
も

ら
っ
た
か
ら
、
こ
ん
な
に
妹
を
可

愛
が
っ
て
く
れ
て
…
と
、
話
し
な

が
ら
、
嬉
し
そ
う
な
娘
の
笑
顔
に

涙
が
ぽ
ろ
ぽ
ろ
で
て
き
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　そ
れ
か
ら
は
、
出
産
祝
い
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
、
保
育
園
の
お

誕
生
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
小
学

校
の
お
話
し
会
で
も
読
ん
で
き
ま

し
た
。
小
学
校
で
は
、
一
人
ひ
と

り
に
そ
の
子
の
素
敵
な
と
こ
ろ
を

書
い
た
カ
ー
ド
を
配
り
、
読
み
合

う
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
照
れ

な
が
ら
も
、
お
互
い
の
顔
を
見
な

が
ら
、
に
や
に
や
し
て
、
な
ん
だ

か
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
保
育
士
と

し
て
一
人
ひ
と
り
の
園
児
が
、
保

護
者
と
し
て
我
が
子
が
、
そ
し
て

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
自
分

と
、
友
達
の
存
在
が
と
て
も
愛
お

し
く
な
り
、
生
ま
れ
て
く
れ
て
本

当
に
よ
か
っ
た
！
と
、
心
か
ら
思

え
る
時
間
を
過
ご
せ
る
、
あ
た
た

か
い
絵
本
で
す
。

　

 

（
春
田 

由
佳
）

　新
品
の
ク

レ
ヨ
ン
た
ち

が
大
き
な
画

用
紙
を
見
つ

け
て
、
次
々

に
絵
を
描
く

物
語
。
ペ
ー

ジ
を
め
く
る

毎
に
、
花
、
木
、
街
な
ど
が
色
鮮

や
か
に
描
か
れ
て
い
き
、
ど
ん
な

絵
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
、
と
ワ
ク

ワ
ク
し
な
が
ら
絵
本
の
世
界
に
引

き
込
ま
れ
ま
す
。
く
ろ
く
ん
だ
け

が
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
る
シ
ー
ン

で
は
、
く
ろ
く
ん
に
共
感
し
た
子

ど
も
た
ち
も
寂
し
い
表
情
に
…
。

と
こ
ろ
が
、
く
ろ
く
ん
が
い
た
か

ら
こ
そ
出
来
た
大
輪
の
花
火
が
描

か
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情

も
パ
ッ
と
明
る
く
な
り
、
目
を
輝

か
せ
て
見
て
く
れ
ま
す
。
み
ん
な

違
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
る

こ
と
や
、
仲
良
く
遊
ん
だ
ら
楽
し

い
こ
と
な
ど
、
大
切
な
気
持
ち
が

心
に
響
き
ま
す
。
そ
し
て
、
絵
を

描
く
楽
し
さ
も
伝
わ
る
、
お
気
に

入
り
の
一
冊
で
す
。

　
　（深
谷 

枝
里
）

作
・
絵

　ひ
ぐ
ち 

み
ち
こ

出
版
社

　こ
ぐ
ま
社

「
か
み
さ
ま
か
ら
の
お
く
り
も
の
」

作
・
絵

　な
か
や 

み
わ

「
く
れ
よ
ん
の
く
ろ
く
ん
」

厚
生
労
働
大
臣 

表彰
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福
岡
市
で
は
待
機
児
童

の
増
加
に
伴
い
、
新
設
園

の
開
設
や
既
存
園
の
増
改

築
で
大
幅
な
定
員
増
が
図

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
当
然

な
が
ら
人
材
の
需
給
関
係

が
崩
れ
、
保
育
士
不
足
が

顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
べ
く

福
岡
市
保
育
協
会
は
広
報

調
査
部
と
青
年
部
が
中
心

と
な
り
平
成
二
十
七
年
十

月
国
際
ホ
ー
ル
で
初
め
て

保
育
園
ブ
ー
ス
を
設
置
し

た
就
職
フ
ェ
ア
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
度
は
ア
ク
ロ
ス
福
岡
に
て
六
月
に
就

職
説
明
会
と
就
職
フ
ェ
ア
、
九
月
に
就
職
フ
ェ
ア

を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
保
育
士
を
目
指
す
学
生

や
養
成
校
の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

場
で
先
生
方
と
個
別
に
話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た

が
、
保
育
協
会
と
養
成
校
の
先
生
方
と
の
意
見
交

換
会
を
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
十

数
年
ぶ
り
に
十
一
月
二
十
二
日
（
火
）
す
し
幸
に

て
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
と
し
て
保
育
協
会
か
ら
理
事
長
以
下
二

十
三
名
が
参
加
し
、
養
成
校
か
ら
も
十
九
校
二
十

七
名
の
就
職
担
当
の
教
員
の
先
生
方
と
、
実
務
を

行
っ
て
い
る
就
職
課
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
次
回

の
課
題
や
改
善
点
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
交
流
会
が
あ
り
多
く
の
本
音
を
聞
く
こ
と
が

出
来
、
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
記
録
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

・
理
事
長
挨
拶
 
古
賀
理
事
長

「
近
年
の
保
育
士
不
足
に
つ
い
て

は
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
と
お
り
。
待
機
児
童

も
年
々
増
え
、
市
の
施
設
整
備
も

図
ら
れ
て
い
る
。
認
可
保
育
園
の

数
は
、
三
年
前
に
は
百
八
十
一
ヶ

園
だ
っ
た
の
が
、
今
年
四
月
に
は

二
百
十
一
ヶ
園
と
な
り
、
来
年
に

は
十
数
ヶ
園
増
え
る
予
定
。
小
規

模
も
増
え
て
い
る
。
各
園
の
採
用

状
況
と
し
て
も
な
か
な
か
集
ま
ら

ず
、
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
昨
年
か
ら
始
め
た

就
職
フ
ェ
ア
も
、
六
月
と
九
月
に
開
催
で
き
た
。

夏
場
に
は
、
近
隣
の
み
だ
が
、
養
成
校
訪
問
も
福

岡
市
と
一
緒
に
行
っ
て
お
り
、
情
報
交
換
し
て
い

る
。
今
日
は
意
見
交
換
の
場
と
し
た
い
。
」

・
福
岡
市
の
状
況
 
指
導
監
査
課 

高
地
係
長

「
今
年
度
も
保
育
園
の
定
員
増
を
は
か
り
、
一
千

八
百
人
の
定
員
増
、
そ
れ
に
伴
い
二
百
七
十
人
の

保
育
士
が
必
要
と
試
算
し
て
い
る
。
保
育
士
・
保

育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
相
談
会
七
回
開

催
、
市
内
と
太
宰
府
市
に
あ
る
養
成
校
訪
問
、
潜

在
保
育
士
へ
の
貸
付
事
業
や
無
料
相
談
窓
口
設
置

等
し
て
い
る
。
様
々
な
理
由
に
よ
り
早
期
退
職
者

が
出
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
園
側
に
は
、
若
い
職

員
を
育
て
て
ほ
し
い
。
」

・
就
職
フ
ェ
ア
の
報
告
 
青
年
部 

高
田
部
長

「
全
体
へ
話
を
す
る
説
明
会
は
行
っ
て
い
た
が
、

個
別
ブ
ー
ス
で
お
話
し
す
る
就
職
フ
ェ
ア
は
昨
年

九
月
に
初
め
て
開
催
。
非
常
に
好
評
だ
っ
た
。
今

年
は
就
職
フ
ェ
ア
を
二
回
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
一

回
目
の
六
月
に
は
三
百
名
、
二
回
目
の
九
月
に
は

二
百
名
程
度
の
参
加
が
あ
っ
た
。
時
期
や
場
所
に

つ
い
て
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

ブ
ー
ス
の
出
し
方
や
園
数
に
つ
い
て
も
、
何
か
あ

れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
」

・
養
成
校
の
先
生
方
か
ら

１
．
昨
年
の
就
職
者
が
幼
稚
園
二
十
三
・
三
％
、

保
育
園
六
十
三
・
三
％
と
保
育
園
へ
の
就
職
者

が
多
い
。
フ
ェ
ア
時
期
に
つ
い
て
は
、
八
月
半

ば
が
保
育
実
習
、
九
月
半
ば
が
幼
稚
園
実
習
と

な
る
た
め
、
九
月
は
参
加
が
少
な
い
。
七
月
に

新
人
保
育
者
研
修
会
を
行
い
、
現
場
で
ど
う
か

の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
い
る
。
一
年
目
は
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
た
り
、
人
間
関
係
の
構
築

が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
。
そ
の
た
め
離
職
率

を
減
ら
そ
う
と
取
り
組

ん
で
い
る
。
長
い
目
で

見
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
育
て
て
い
た
だ
き

た
い
。
就
職
試
験
の
ピ

ア
ノ
が
緊
張
す
る
と
の

意
見
が
多
い
。
課
題
曲

を
設
定
し
て
欲
し
い
。

今
回
の
意
見
交
換
会
に

つ
い
て
は
、
と
て
も
良

い
取
り
組
み
だ
と
思
う

が
、
で
き
れ
ば
事
前
に

質
問
状
を
取
っ
て
、

練
っ
た
意
見
を
持
ち

寄
っ
て
報
告
す
る
場
と

し
た
ら
、
も
っ
と
良
い

の
で
は
な
い
か
。

２
．
フ
ェ
ア
時
期
は
、
六
月
施
設
実
習
、
九
月
幼

稚
園
実
習
。
園
ご
と
に
ブ
ー
ス
を
展
開
し
て
い

る
と
、
学
生
も
参
考
に
し
や
す
い
。
福
岡
市
で

一
人
暮
ら
し
が
出
来
る
か
ど
う
か
。
奨
学
金
の

返
済
を
控
え
て
い
る
学
生
も
多
い
。
内
定
後
の

研
修
に
つ
い
て
は
、
二
月
ま
で
試
験
や
行
事
等

も
あ
る
た
め
、
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

３
．
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
六
月
幼
稚
園
実
習
、

八
月
保
育
園
・
施
設
実
習
、
九
月
幼
稚
園
二
回

目
の
実
習
が
あ
る
。
フ
ェ
ア
が
実
習
と
は
重
な

る
が
、
他
校
の
学
生
も
来
て
、
刺
激
に
な
る
だ

ろ
う
と
も
思
う
た
め
、
行
き
な
さ
い
と
伝
え
て

い
る
。
一
学
年
百
名
の
う
ち
、
半
数
が
県
外
の

学
生
。
地
元
に
帰
る
傾
向
が
強
い
。
他
県
の
方

が
来
ら
れ
て
、
ぜ
ひ
地
元
に
と
話
さ
れ
る
。
就

職
試
験
の
ピ
ア
ノ
に
つ
い
て
は
、
課
題
曲
な
の

か
、
ピ
ア
ノ
曲
な
の
か
、
子
ど
も
た
ち
と
歌
え

る
曲
な
の
か
、
詳
細
を
書
い
て
欲
し
い
。
早
期

退
職
し
た
卒
業
生
は
、
社
会
人
の
基
礎
力
が
身

に
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
問
題
も
大
き
い
と
感

じ
て
い
る
。
し
っ
か
り
育
て
た
い
。

４
．
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
九

月
は
実
習
中
。
六
月
の
ブ
ー

ス
は
と
て
も
参
考
に
な
っ
て

い
る
。
二
百
三
十
一
名
卒
業

だ
が
、
七
割
が
県
外
。
市
内

学
生
は
二
十
名
。
地
元
を
す

す
め
て
い
る
。
十
一
月
下
旬

ご
ろ
に
地
元
を
あ
き
ら
め
て

福
岡
市
内
の
就
職
を
考
え
る

学
生
も
い
る
。
早
期
退
職
者

が
数
名
出
た
。
メ
ン
タ
ル
の

弱
い
学
生
も
い
る
が
、
温
か

い
目
で
育
て
て
欲
し
い
。
高

校
と
の
連
携
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
る
。
保
育
を
目
指

す
人
が
少
な
い
。

「
養
成
校
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
」

「
養
成
校
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
」

広
報
調
査
部

　理
事

　井
上 

正
志



　年
の
初
め
に
十
二
支
の
物
語
を
読
み
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
こ
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。

　「神
様
が
動
物
た
ち
に
、『
正
月
の
朝
、
御

殿
の
門
に
来
る
よ
う
に
。
早
く
来
た
も
の
か

ら
十
二
番
ま
で
順
番
に
一
年
ず
つ
そ
の
年
の

大
将
に
し
て
や
る
』
と
い
う
お
触
れ
を
出
し

ま
し
た
。
ウ
シ
は
歩
く
の
が
遅
い
の
で
前
の

晩
か
ら
出
か
け
る
こ
と
に
し
、
そ
れ
を
聞
い

た
ネ
ズ
ミ
は
こ
っ
そ
り
ウ
シ
の
背
中
に
飛
び

乗
り
、
門
が
開
く
と
同
時
に
飛
び
込
み
一
番

乗
り
。
ウ
シ
は
二
番
目
に
な
り
、
そ
の
後
、

次
々
と
動
物
た
ち
が
到
着
す
る
の
で
す
が
、

九
番
目
を
サ
ル
と
イ
ヌ
が
け
ん
か
と
な
り
、

止
め
に
入
っ
た
ト
リ
が
そ
の
間
に
入
り
、
十

番
目
の
動
物
に
な
り
ま
し
た
。」
と
。

　今
年
は
ト
リ
年
。
争
い
事
を
仲
裁
し
た
ト

リ
に
あ
や
か
り
、
穏
や
か
な
年
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
気

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
暦
の

「
ト
リ
」
は
「
酉
」
と
書
き
、
鳥
や
鶏
と
は

意
味
が
異
な
る
た
め
「
御
利
益
」
は
あ
る
の

か
と
心
配
に
な
っ
た
の
で
す
。「
酉
」
の
本

来
の
意
味
は
、「
酒
の
壺
を
形
ど
っ
た
も
の
」

で
す
。「
酉
」
に
「
さ
ん
ず
い
」
を
つ
け
る

と
「
酒
」、「
寸
」
を
つ
け
る
と
「
酎
」。
酒

に
関
す
る
漢
字
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
酒

を
飲
ん
で
心
配
事
を
吹
き
飛
ば
し
、
ご
機
嫌

な
日
々
ば
か
り

を
過
ご
せ
れ
ば

い
い
の
で
す

が
、
酩
酊
は
禁

物
で
す
。
酔
っ

て
酷
い
目
に
遭

わ
な
い
よ
う
に

く
れ
ぐ
れ
も
慎

重
に
。

　
　
　（西
尾
）
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　寒
空
の
下
、
園
庭
を
駆
け
回
る
子
ど

も
の
笑
顔
、
保
護
者
と
の
世
間
話
、
職

員
と
の
談
笑
、
関
係
業
者
と
の
や
り
取

り
、
外
部
研
修
、
数
字
と
の
に
ら
め
っ

こ
、
そ
し
て
保
育
業
界
の
人
間
味
の
あ

る
先
輩
や
仲
間
た
ち
と
の
つ
な
が
り
。

そ
れ
ら
が
私
の
日
々
の
生
き
が
い
で

す
。　今

年
度
よ
り
大
井
保
育
園
で
園
長
を

務
め
て
お
り
ま
す
有
松
徹
で
す
。

　私
は
平
成
十
一
年
よ
り
福
岡
市
職
員

と
し
て
市
内
小
学
校
で
勤
務
し
、
ま
ご

こ
ろ
保
育
園
分
園
を
経
て
現
在
の
大
井

保
育
園
勤
務
に
至
り
ま
し
た
。

　小
学
校
勤
務
時
代
は
授
業
や
会
議
を

終
え
て
、
午
後
六
時
か
ら
学
年
で
の
打

ち
合
わ
せ
や
翌
日
以
降
の
授
業
の
準
備

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
土

日
の
出
勤
を
含
め
月
間
平
均
三
八
〇
時

間
以
上
は
職
場
い
ま
し
た
。
し
か
し
不

思
議
と
授
業
の
準
備
に
は
い
く
ら
時
間

を
割
い
て
も
「
早
く
終
わ
り
た
い
」

「
準
備
を
省
き
た
い
」
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
時
間
が
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
や
学
習
の
理
解
度
に
還
元
さ
れ

る
と
思
う
と
、
そ
の
こ
と
が
自
分
の
楽

し
み
で
あ
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
そ
の
思
い
は
職
場
が
保

育
園
に
移
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　九
年
間
の
市
職
員
生
活
を
退
職
し

て
、
ま
ご
こ
ろ
保
育
園
の
分
園
に
勤
務

す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
ず
感
じ
た
こ
と

は
「
保
護
者
と
毎
日
顔
を
合
わ
せ
ら
れ

る
喜
び
」
で
し
た
。
い
つ
も
顔
を
合
わ

せ
て
い
る
か
ら
こ
そ
伝
え
合
え
る
こ
と

や
分
か
り
合
え
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
そ
し
て
「
乳
児
・
幼
児
へ
の
認
識

の
甘
さ
」
も
実
感
し
ま
し
た
。
小
学
校

勤
務
時
代
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
ば
か
り
頼
っ

て
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
ろ
う
と
し
て
い

た
私
は
、
自
分
が
求
め
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
と
、
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

思
い
知
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分

の
保
育
観
・
教
育
観
を
見
つ
め
な
お
す

機
会
を
得
ま
し
た
。
そ
の
後
大
井
保
育

園
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も

自
分
の
関
わ
り
方
と
子
ど
も
の
姿
を
検

証
・
整
理
し
な
が
ら
、
次
第
に
乳
幼
児

を
「
小
学
生
の
縮
小
版
」
と
捉
え
る
観

念
か
ら
脱
却
し
て
い
き
ま
し
た
。

　今
年
度
か
ら
園
長
と
し
て
の
勤
務
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
実
の
と
こ

ろ
、
毎
日
「
今
日
は
何
の
仕
事
が
完
了

し
た
っ
け
？
」
み
た
い
な
日
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
ま
ず
は
施
設
長

と
し
て
施
設
の
保
育
理
念
を
確
立
し
、

職
員
と
一
緒
に
子
ど
も
と
保
護
者
に
関

わ
れ
る
喜
び
と
や
り
が
い
を
共
有
し
て

い
く
こ
と
が
今
の
私
に
で
き
る
役
割
だ

と
思
い
ま
す
。

　近
年
の
保
育
制
度
や
法
の
改
正
、
同

時
に
保
育
園
を
取
り
巻
く
社
会
問
題
に

関
し
て
も
心
配
事
が
尽

き
な
い
の
は
ど
の
法
人

に
と
っ
て
も
同
じ
だ
と

思
い
ま
す
が
、
こ
ん
な

時
こ
そ
底
力
の
見
せ
ど

こ
ろ
だ
と
も
思
っ
て
い

ま
す
。
現
状
を
だ
れ
か

の
責
任
に
す
る
わ
け
に

も
い
き
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
私
た
ち
の
法
人
と
私

自
身
が
公
的
資
金
か
ら

運
営
や
生
活
を
成
り
立

た
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
行
政
の

言
葉
や
思
い
に
耳
を
傾

け
、
お
互
い
の
役
割
を

認
識
し
た
上
で
共
存
し

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
私
の
描
く
理
想
で

す
。
ま
た
、
保
育
士
と
い
う
資
格
に
対

し
て
世
間
で
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
が
、
「
保
育
士
っ
て

や
り
が
い
が
あ
る
ん
だ
よ
」
と
口
先
で

語
る
だ
け
で
は
な
く
、
私
自
身
が
子
ど

も
の
姿
に
ほ
れ
込
み
、
保
育
環
境
に
没

頭
し
、
日
々
の
気
づ
き
を
理
念
と
し
て

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
っ
と
そ
れ
が
子
ど
も
や
保
護
者
の
笑

顔
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

幸
せ
に
満
ち
溢
れ
た
笑
顔
の
た
め
に

リ
レ
ー
回
想

リ
レ
ー
回
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大
井
保
育
園

　園
長

　有
松

　徹


